


















“Aspen Competition Drives Innovative Ideas 
for Community Colleges”
― An Article from The Chronicle of Higher Education ―































　コミュニティカレッジの 2 つの大きな使命，即ち， 4 年制大学への編入学教育と充実し













































































 （2012年 1 月 6 日号）
（Copyright 2012. The Chronicle of Higher Education. Translated and reprinted with 
permission.）
訳者あとがき
　本稿はアメリカで発行されている高等教育に関する週刊専門新聞『高等教育クロニク
ル』に掲載された記事の翻訳である。筆者はジェニファー・ゴンザレス氏である。
　今回のテーマはアスペン協会に選ばれた優秀なコミュニティカレッジについてである。
このような賞の創設はコミュニティカレッジ間の競争を促し，その結果，コミュニティカ
レッジ全体の改善につながる。高等教育におけるコミュニティカレッジの重要性がますま
す高まる中，アスペン賞の存在は今後大きな意味を持つと考えられる。
　日本では短大の 4 年制大学化が進み，その数は年々減少し，定員割れが大きな問題となっ
ている。生涯教育時代の今，日本の短大がアメリカのコミュニティカレッジのような高等
教育機関に変身することができればその恩恵を受ける人は多数にのぼるだろう。そのため
には大胆な国家戦略が必要となる。
